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令和３年度事業報告 
 

令和４年３月３１日 
 
                                                              社会福祉法人  教泉会 
 
１．はじめに 

 新型コロナウイルスの感染が国内でも広がりをみせ早くも２年が経過し、令和３年度も県下において

も緊急事態宣言、蔓延防止措置が発令された。特に夏から秋にかけての第５波より小学生、乳幼児への

感染が増加傾向にあり、年明けからの第６波では、増加傾向が顕著となり、当園でも１月に 10 日間の

休園を皮切りに 2 月、3 月と学級閉鎖を繰り返す結果となった。この間、児童のみならず、職員も濃厚

接触者となり、加えて職員の感染、職員家族の感染により濃厚接触者となるなど、保育の継続にも苦慮

した。また、感染拡大防止のため、クラス間での交わりを避けるため、長時間、延長保育での接触を避

けるための職員配置を行った。その結果、クラスで感染者が複数となりケースは抑えられたが、家族間

での感染による陽性報告が相次いであった。 

 この新型コロナウイルス感染が、子どもの発達、保育、行事、研修と様々な影響を与えてきたことは

言うまでもないが、保育者の表情が伝わらないことが今後の児童の発育にどう影響するのか懸念され

る。また、クラス閉鎖期間中は、保育料は日割り返金となり、給食費もこれに準じて返金が行われたこ

とからが園の損失に繋がった。 
 次に児童数の推移であるが、今年度最終 3 月が 368 名ではあったが、年度当初は 340 名台からのスタ

ートであり、3 歳以上児の減少が続く中、0，1 歳の入園状況に左右されている。コロナ禍の影響なの

か、令和 3 年度の出生数も 84 万人と更に減少している。岐阜市においても、南部等、一部地域の増加

は認められるものの、北西部では減少が続いている。特に黒野、網代、方県地域では減少が止まらない

傾向を示している。現状を維持するためにも、保育への更なる信頼を得ていく必要性を感じている。 

一方、保育人材確保の状況であるが、業界全体として人材不足が続いており、今年度、新たな処遇改

善の特例給付が決まるなど、政府も対策に動いている。しかし、保育者養成校においては定員割れの状

況が更に悪化の傾向を示しており、保育環境、労働環境の改善が求められると思われる。 

このような状況により、保育者の質の低下が認められることから、園内での人材育成に力を入れなけ

ればならない状況となっている。 

 産休・育休の取得により勤続年数が伸びてきてはいるが、交代要員の確保が課題である。 

 一方、令和 5年度の民営化での募集があり、合渡保育所、柳津東を検討したが定員数、距離、職員確

保を含めかなりハードルが高いことから断念した。次年度についてもまた検討を進めたい。 

 次に、令和３年夏に北側県道沿いの隣接地の農地の売買の話が不動産業者よりあり、その隣地の竹藪

の地主も売却を希望していることから、まとまった面積の土地が確保できるため検討をして欲しいとの

依頼があり検討を行った。現在、保護者が利用する駐車場は幅員２ｍしかなく、保護者に一方通行のル

ールは課しているものの、一般道のため住民とのトラブルが度々起きる現実がある。特に行事の折には

渋滞を引き起こし、出勤が出来ない等の苦情が寄せられ、行事前後には挨拶に回らなければならない現

状もある。更に、送迎の集中する時間帯には駐車場待ちの状況が発生し時間内にお迎えが間に合わず延

長料金が発生したとの苦情も寄せられていた。 

 また、今後敷地内に建物を建築する場合、開発許可が必要となるが、現在の敷地の接道の状況では許

可が下りないとの設計士からの助言もあり、行政に確認した結果、購入は可能な状況であるとの結論に

達した。しかし、農地のため農地転用の申込を行う際、開発許可が必要なことが判明したが、先方が売

買を急いでいること。全体での開発行為が必要となるためかなりの時間を要することから、一端、理事

長が購入、造成することで農地転用することとなった。今後、地目変更後法人への売却をすることとな

る。 

 法人の将来に向けて、地域に必要とされる機関であり続けることが事業継続に必要と考える。 

 



 

 

２．黒野こども園運営状況 

年度の中盤から県下では児童への新型コロナ感染が広がる中、園としての様々な感染防止対策を講じ

ながら保育の継続をしてきた。しかし、１月後半に陽性者が確認され、休園を余儀なくされた。その

後、２月以降クラス毎に陽性者が出るたび学級閉鎖を行ってきた。年度末には児童の感染が県下でも３

割を超える事態となった。子どもの場合症状は軽度の風邪症状、もしくは症状が出ないケースも多く、

大人が発症しない限り感が染判らないケースもあり対応が後手に回ることもあった。 

また、マスクを着用していることにより、表情を直接見る機会も少なく、子どもの発達に悪影響が出

るのではないかと懸念している。 

さて、子どもの将来を見据え、「乳幼児期に育つべき力とは何か」を基本として、それぞれの年齢に

応じて、「ほっこり」「わくわく」「じっくり」「わいわい」という教育・保育の４つの窓を軸とする

環境創りを行い、子どもたちが主体的に共振・共鳴・共創できる遊び（学び）の環境を構成してきまし

た。主体性が育つよう保育環境を見直し、基礎的な身体機能が身につくようあそびの環境にも目を向け

ています。日常の活動から垣間見る子どもの姿に接しながら日々ミーティングを通して関わり方を見直

してきている。保育者主導の保育ではなく、子どもが主体的に人と関わる力、好奇心、忍耐力をはじめ

とする乳幼児に育って欲しい姿をめざしているが、コロナ禍、機会が制約されていることが課題であ

る。 

 

最近の園児の姿 

 ・自身の話題を積極的にアピール姿がみられる 

 ・興味を持ったことに集中して取組む姿がみられ、自らの目的を達成しようと努力する。 

 ・保育者の話しかけに、集中するなど、いま何をすべきかを理解ができる 

 ・こども同士のトラブルにこども達が仲介役となる姿がある 

・身近にある「もの」を使い、遊びを広げる工夫が見られる 

・ひとり一人が自分の行動に見通しを持ち行動する姿がみられる 

・園庭の段差のある箇所を走り抜ける姿がみられる等、広い起伏のある園庭、高低差のある遊具、 

バランス感覚を必要とするあそび環境などが、体幹を鍛え、運動能力の向上に繋がっている 

 

 

 

 信頼できる大人に囲まれ、愛され、安心して生活できる保育環境が自己肯定感を高め、主体的に活動

できる教育・保育環境を更に充実させる中で、子どもが能力を発揮できるよう更に援助していきたと考

えている。 

 つぎに、処遇改善の一環として週休２日制を目指してきたが、２日制の定着が実現できている。土曜

日の担当者は翌週に休みを取る勤務態勢が確立された。今年度、新たに保育士・幼稚園教諭等臨時処遇

改善事業が年度後半に実施され、令和４年度にまたがり、給与の改善が行われた。政府としての経済対

策の関連ではあるが、保育士の給与改善に繋がった。 

人材確保の面では、既婚者は増加傾向にあり、年度途中での代替職員の採用が厳しい環境が継続する

可能性が高いことから、今後も若干のゆとりを持った人事計画が必要と考える。しかし、人材確保が相

変わらず厳しい状況であることは変りが無い。早い段階から求人活動を展開する事も必要と考える。 



 

 

 今年度は、コロナ禍で、なかなか園のメンテナンスを行う事が難しい状況であった。中庭の人工芝張

り替えは年度末に実施することが出来きた、木の根が盛り上がり危険な状態の改善に繋がった。 

 

３．黒野こども園運営実績 

 

１．保育園の概要 

  (1)園 名 社会福祉法人教泉会 黒野こども園 

  (2)所在地 岐阜市古市場 111番地 28 

  (3)定 員 375名 

 

２．令和３年度入園状況 

全体 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

４月 6 52 60 68 79 84 349 

５月 7 53 60 67 79 83 349 

６月 7 54 59 69 79 83 351 

７月 10 57 59 70 79 83 358 

８月 15 55 57 71 79 83 360 

９月 18 56 56 74 79 83 366 

１０月 18 56 54 72 79 83 362 

１１月 18 57 53 73 79 83 363 

１２月 18 56 53 73 79 83 362 

１月 18 57 53 73 79 83 363 

２月 21 57 55 72 80 83 368 

３月 21 57 55 72 80 83 368 

合計 177 667 674 854 950 997 4319 

区分別 

区分別 １号 ２号 ３号 計 

４月 23 208 118 349 

５月 23 206 120 349 

６月 24 207 120 351 

７月 25 207 126 358 

８月 26 207 127 360 

９月 30 206 130 366 

１０月 29 205 128 362 

１１月 31 204 128 363 

１２月 31 204 127 362 

１月 30 205 128 363 

２月 30 205 133 368 

３月 30 205 133 368 

合計 332 2469 1518 4319 

 

３．理念・保育目標達成に向けての取組 

『子どもたちは未来を担う宝物である』 

 子どもたちの健全な心身の発達を図りつつ、生涯にわたる人格形成の基礎を培うために、今あらため

て「遊びの環境」を充実させ、「遊び込む力」＝「学ぶ力」を育んでいくとの考えのもと、自然・物・



 

 

人・社会といった様々な環境と共振（共に身体を動かす）したり、共鳴（共に心を動かす）したり、共

創（共に脳を動かす）したりできる子どもを「プレイフルキッズ」と呼び、全身全霊で環境に関わって

「遊び込める子ども」の育成を引き続きめざしてきた。 
 そこで、「ほっこり」「わくわく」「じっくり」「わいわい」という教育・保育の４つの窓を軸とす

る環境創りを行い、子どもたちが主体的に共振・共鳴・共創できる遊び（学び）の環境を充実させるよ

う子どもへの関わりを持つよう取り組んできた。 
 「遊び込む」ことで集中する力、忍耐力、思考力、協同性など様々な力が身についてきた。 
 また、子育て支援センターを核に、保護者が育児に夢や希望を抱き、育児の中で子どもと共振・共

鳴・共創できることを「プレイフル育児」と呼び、地域における世代間交流や地域の関係機関との連携

を図りながら、保護者として成長していくためのサポートを行ってきた。 
  そこで、学校教育法・児童福祉法の理念を基本としながら、入園する乳幼児の教育・福祉を積極的に

増進することを目的とし、また、こども園での生活が生涯にわたる人間形成の基礎を培う上で、きわめ

て重要な場であることに鑑み、家庭や地域社会との連携を密にしながら、家庭養育の補完を行ない、子

どもが健康、安全で情緒の安定した生活ができる環境を構成し、自己を十分に発揮して主体的に活動し

つつ、健全な心身の発達を図っていく。そのために、養護と教育が一体となる保育を目標とし、下記の

保育目標を掲げ保育を行ってきた。これに基づいて新たな教育・保育課程の作成を行ってきた。特に近

年の青少年を取り巻く問題が、社会不安の要因と成っている。このことが乳幼児期の関わりに起因して

いることが問題視されている。園においても、子どもにしっかりと向き合うことを確認してきた。 
 また、年長児については、小学校との連携を積極的に図ることを目的として、黒野こども園版アプロ

ーチプログラムを作成改定し、近隣小学校へ配布すると共に、懇談の機会を設けた。 
 しかし、コロナ禍の影響か、まだまだ学校によっては幼少保の連携が形式的に考えられている側面も

あり、園側から積極的なアプローチをしているところである。今年度も、参観の申込みも試みたもの

の、コロナ禍を理由に受入をしてもらえないケースも多く、幼保小の連携がいつまで停滞するのか不安

な要素が残っている。 
  (a) 自己肯定感を培う（大人の愛情を注ぐ） 
  (b) 丈夫なからだを培う（遊びの中での運動、毎日体操） 
  (c) 基本的生活習慣、態度を養う（担当制による丁寧な関わり） 
  (d) 人とかかわりをもつ力を育成する（自己肯定感育成、遊びの中での活発な関わり） 
  (e) 身近な環境に意欲的にかかわる力を育成する（自然、生活環境等） 
  (f) 日常生活に必要な豊かで正しい言葉を身につける（保育教諭との関わり、家庭支援を通して） 
  (e) 自分が感じたことを豊かに表現する力を育成する（経験、体験、感性） 
４．保育の内容 
  (a)  個々の子どもの置かれている環境状況を把握しながら、子どもを暖かく適切な保護、世話を   

行ない安定した気持で生活をさせながら、人への信頼感を培っていくことを心がけた。 
   (b)  子どもの発達課題を考慮に入れながら、一人一人の特性に応じ、保育にあたった。 
   (c)  子どもの生活のリズムを大切にし、自己活動を重視しながら、生活の流れを、安定し、かつ      

調和の取れたものにすることに配慮した。 
   (d)  子どもが自発的、意欲的にかかわるような環境の構成と、そこにおける子どもの主体的な       

活動を大切にし、乳幼児期にふさわしい体験が得られるような総合的な保育を行なうことに       

心がけた。ただ、コロナ禍であることから受け入れを断られるケースあった。 
   (e)  個々の子どもの活動を大切にしながら、子ども相互の集団活動をとおしての育ちが保障され      

るよう援助することを配慮した。 

 

５．保育の環境 
 (a)  施設、屋外遊戯場は、子どもの活動が豊かに展開されるためにふさわしい広さをもち、遊具・

用具・その他の素材などを整え、それらを十分に活用できるように配慮した。屋外遊具を活用し、

運動機能、バランス感覚の向上に寄与する事を目指した。 



 

 

 (b)  施設は、採光・換気・保温・清潔など環境保健の向上に努め、特に、２階の危険の防止と災害

時における安全の確保について配慮した。また、コロナ対応として換気を十分に行うと共に、屋

内、保育材料の消毒の徹底及びトイレ周りの抗菌処理などを施し、衛生管理を徹底した。 
 (c)  保育室は、子どもにとって、家庭的な親しみとくつろぎの場となるとともに、生き生きと活      

動できる場となるように生活感に結びつくコーナー遊びの空間を確保する等配慮した。 
 (d)  自然事象や社会事象への関心が高められるように、それらを取り入れた環境をつくるように     

配慮すると共に園外学習に力を注いだ。 
６．保育計画、振り返りについて 
  幼保連携型認定こども園教育･保育要領に従い、教育・保育の計画は、入園している子ども及び、家

庭、地域の実態を考慮しつつ、また、保育の目標とそれを具体化した年齢ごとのねらいと内容で構成す

ること。さらに、その保育計画に基づき、保育を展開するための具体的な計画として、月の指導計画・

週の指導計画を作成すること。また、その作成された保育の計画を踏まえ、保育が適切に進められてい

るかどうかを把握し、次の保育の資料とするため、ドキュメンテーションを活用し、保育の経過や結果

を記録し、自己の保育を評価・反省することに努めることに力点をおいた。 
 昨年度、振り返りの見える化に取り組むため、保育の写真を記録に取り入れるドキュメンテーション

を取り入れたことで、現場のミーティングも具体的事例を基にできるようになった。 
 また、ドキュメンテーションを掲示すると共に、Instagram にて子どもの様子を保護者がみられるよう

配信することが安心感にも繋がる結果となった。 
７．児童の検診等実施状況 

    今年度、コロナ感染により、医療機関の対応ができず、時期を変更せざるを得ない状況があった。 

      ・内科検診    1 回目 6 月 10 日・6 月 17 日 2 回目 2 月 15 日・2 月 17 日 

               人件費支出 217,500 円 

      ・歯科検診        6 月 9 日,6 月 16 日 

               人件費支出 138,750 円 

      ・耳鼻科検診      7 月 14 日、7 月 28 日 

               人件費支出 165,000 円 

      ・眼科検診        4 月 21 日、5 月 21 日 

               人件費支出 165,000 円 

      ・児童検尿     6 月 18 日 

８．職員研修 

今年度、コロナ感染により、外部研修の多くが中止となりオンラインで行われるものが多く、園内研

修が中心となった。 

主な研修は以下のとおりである。 

初任者研修 6/22  15 名 岐阜県乳幼児教育セミナー西川先生オンライン研修 8/28  12 名 

保育総合研修会 3 名 くるみの木研修 2/26 17 名 

    その他 随時、園内研修、オンライン研修を行う。 

 

９．環境衛生検査 

  ・岐阜市学校薬剤師会による環境衛生検査実施 5 月 27 日(給食室)（水質）5 月 27 日、 

      7 月 28 日（環境衛生）、11 月 11 日（給食室）、1 月 12 日（環境衛生）、2 月 17 日(給食室) 

   保健衛生支出 149,665 円 

  ・調理員 0-157 検便検査 月 2 回実施 ﾉﾛｳｲﾙｽ年 2 回実施 

    

 

10.加入保険 

  ・全私保連 保育園児団体傷害保険・保育園賠償責任保険加入 

11. 年間の行事 
  園の行事に参加することを通して、園生活に潤いや変化を与え、さらに新たな生活を広げるように配

慮し。また、地域の人々とのかかわりが持てる場となるように配慮した。 



 

 

          ４月  辞令交付（1 日）入園式・始業式（6 日） 学生見学会(30) 
          ５月  園内研修（各日）フリー参観（各日） 
          ６月  １歳児懇談（22・23・24・25 日）2 歳児懇談（29・30 日） 
     ７月 2 歳児懇談（1 日）3 歳児懇談（12・13・14 日）七夕ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（7 日）ﾓﾘﾉｽ合宿（年長 

         30 日）4 歳児懇談（20・21・26 日） 
          ８月  年長懇談（3・4・5 日）保護者会活動（7 日） 
          ９月  黒野親子マルシェ(17 日) FC岐阜サッカー教室（24 日） 
        １０月  視力検査  4 歳児ｷｯｽﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（28 日) 5 歳児ｷｯｽﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（29 日) 
        １１月  3 歳児ｷｯｽﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（1 日) 金華山登山（12 日）岐北中交流会（15・22・24 日） 
        １２月  もちつき 3 日 クリスマス会（22・23・24 日） 
          １月    
          ２月  節分（3 日）保育参加（中止） 
          ３月  遠足（2 日）新入児健診（12 日）終了式（25 日）卒園式（26 日） 

 

          毎月  誕生会・避難訓練  
                6 月より不審者避難訓練（隔月） 

 

４．子育て支援センター事業 

黒野こども園では、１９９４年から地域子育て支援センターを開設してきた。昨年に引き続き近隣地域のみ

ならず、他地域からの利用者もみられ広範囲の方々からの需要がみられた。SNSやインターネットといった

媒体が浸透してきたことが利用者の増加に繋がっていると考える。 

今年度も、前年に続き新型コロナウイルスの影響を受け、センター事業が休業となる期間もあったが、休

業期間には、Zoomによるオンラインセミナーや Instagramをメインに SNSを通して支援の提供を行った。 

新型コロナウイルスの感染は、未就園のこども達が安心して遊べる場を奪っており、人数を制限する等の

対策を行いながらできるだけ開設するよう努めた。また、休業期間には、ZOOMを最大限活用して親子で制

作、リズム遊び、育児相談などが継続できるよう努めた。 

また、コミュニティが深まり地域や子育ての情報を交換し合えるような人的・物的環境作りに力を入れる

ため、「黒野マルシェ」の開催、メデアコスモスでのセミナー、市庁舎での支援事業等を企画して地域の方々

との関係性を深めながら子育て環境がよりよい方向となるよう活動を行ってきた。 

そんな成果として母親同士のコミュニティの広がりがみられた。 

 利用者の半数近くは、0歳の頃から利用し始め１年、2年と通っているという方で継続的な催しや、そこで

の親子との関わりが定着してきたと実感できるようになってきている。 

  

 

黒野こども園 

地域子育て支援センターゆずりは  

子育て支援事業 



 

 

 

 

 

 

【運営方法】 

・就園前の乳幼児とその保護者が気楽に立ち寄れ、そこで心地よいひと時を過ごして頂くための

場や、空間を提供する。 

・就園前の乳幼児やその家族の実態やニーズを把握しながら、それに応じた子育て支援プログラ

ムを意図的に準備する。 

・保育者が乳幼児に関する相談に随時応じる。また、ケースに応じて各領域の専門講師と連携を図

り、課題の解決に向けて支援する。 

・保護者向けに子育て及び、子育て支援に関する講習やセミナーを実施し、子どもの発達への理

解を促したり、子育てを楽しく感じられるノウハウを提供する。 

 

 

 

・未就園児の乳幼児とその保護者 

・子育て支援・家庭支援に関心のある地域の方々 

 

交流プログラム 
 

園庭開放 

 

育児相談 

 

親子教室 

 

子育てセミナー 

 

利用対象 

支援室開放 

 



 

 

 

 

・子どもと親の集いの場や空間の提供 

・子どもと豊かな親子関係を築くための援助 

（親子活動のサポート・子育ての仲間つくりの支援など） 

・子育てに関する相談に応じる 

・子育てに関する通信の発行・子育てセミナーの開催を行う 

・親子教室を実施し、親子でふれあい、楽しんで遊べる時間の提供 

 

 

 

 

①支援室開放 

【登録制】月～金 午前の部 10:00～12:00 午後の部 13:30～15;00 

                *1２：００～13:30は支援室換気、消毒の為休室 

土・日・祝日または黒野こども園行事の期間は休業 

②園庭開放 

【登録制】 

月～金 9:30～15:00 

土 9:30～13:00 

・日・祝日または黒野こども園行事の期間は休業 

③貸し出し図書事業 

月～金 10:00～16:00 

④親子教室 

【予約制】 

年間４コース（各コース親子 5組、計６回） 

⑤年齢別プログラム・子育てセミナー 

 随時、ホームページ・Instagram・LINEにてお知らせ 

⑥相談事業 

・面接・電話・Emal・LINE相談 

 月～金 10:00～16:00 

 

 

 

 

・令和３年度保険料として絵、初回利用の際に、1人につき（保護者・子ども共に）９０円を徴収する。 

（保険料は年度更新） 

 

 
※0組の月は岐阜市より新型コロナ感染症のため閉鎖の指示があった月である 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 

175組 ０組 ８４組 １８４組 ３９組 ０組 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 

２０７組 １５２組 ２３５組 ９０組 ０組 ５９組 

具体的業務 

開設日程・時間 

利用料 

利用者数 



 

 

 

 

 

 

・支援室はお子さんと一緒にゆったりと遊べる場である。安全な場所ではあるが、目を離さない

様子して頂く。 

・口に入れてなめてしまった玩具はかごに入れてもらい消毒するようにしている。 

・支援室内ではお互いのコミュニケーションをスムーズにとるために、名札をつける。 

【活動内容】 

 

地域子育て支援センターゆずりは 

 
・他の保護者や乳幼児と交流を持ちながら、子育てについての視点を広げる事が出来る。 

・子育てに関する専門スタッフによる子育て支援プログラム・セミナーなどを通し、今まで気がつ

かなかった子育てに関する視点を広げることができる。 

 

 

 

 

 ～ものとの関わりを楽しむ～ 

  支援室内には豊富な玩具が用意されており、子ども達が自由に取り出せるような環境が用

意されている。自分で好きな玩具をみつけ、物とじっくり関わる事が出来るように構成した。 

 また、造形遊びや寒天遊びなどその時期の季節を感じられるような遊びも取り入れていっ

た。身近な新聞紙や廃材を利用した活動では母親から作り方を聞かれることもあり家庭でも

楽しめる遊びのアドバイスなども行った。広いホールを利用し、リトミックや運動遊び、親子ダン

スなど全身を動かせられる活動も取り入れていった。 

 

＾ 

利用にあたっての注意点 

遊び 



 

 

～戸外あそび～ 

 支援室だけでなく、天気の良い日や、子どもの要望に応えてテラスや中庭を使用し、戸外遊び

を取り入れてきた。 

 砂場・滑り台や、乗り物も利用することができる。また夏はテントを立て水遊びの出来る場所を

作り水の心地良さを楽しめる時間を設けた。家では準備も片付けもいるし、できれば友達と一緒

に楽しみたいという気持ちもあるのでここでできて嬉しいと好評であった。 

 子ども達は体を動かすことが大好きだが、近くは安心して遊ばせられる場所にも限りがある。

公園は遊具も少なく、行っても同世代の子と遊べるとは限らない。保育教諭も見守っている中で

安心して遊ぶことがでる中庭の開放は、親も子どもも気持ちよく戸外で遊べる環境を提供して

いけるよう心がけてきた。戸外でたくさん体を動かすことで、食欲も湧き、十分な睡眠をとるこ

とができる。子どもの生活習慣形成にもつながる。 

  

～保育者との関わりを通して～ 

  子ども達は親との関わりだけでなく、保育者との関わりを通して様々な遊びを経験する。 

園児のように毎日会って生活をするわけではないが、何度か一緒に遊びを進める中で、ゆずり

はに来て保育者に会うこと、活動の内容に期待をもって遊びに来てくれる親子の姿があった。保

護者は保育者と子どもの関わりを客観的に見ることにより、我が子をいつもとは違った視点で見

ることができ、日頃気がつかない成長した部分に気がついたり、子どもとの関わりのヒントを得

たりすることができる。こどもの感性に働きかけるような表現遊びや音楽を取り入れた遊びで

は、母親自身がうまく表現できないこともあるが、保育者は表現力豊かに歌ったり踊ったりして

見せて母親の参考になるように見せつつ大人の表現力やこどもの視線に降りて遊ぶ姿で、こど

もの感性にも良い影響があることも伝えていった。  又、遊びの中で感じた子どもの姿や言葉な

どを保護者に伝えていくことで、保護者が我が子の課題と捉えている姿や、育児の悩みがぽつ

ぽつと出てくることがある。保育者はそれを聞きながら保護者の思いに寄り添っていくようにし

た。一緒にあそぶことでリラックスしながら日頃抱える育児ストレスを解消していけるように関わ

ってきた。 

 

 

 

 

～ゆずりは の一年～ 

 
子育て支援室では、こども園で子ども達が経験する様々な季節の行事などを同じように体験できるよう、

遊びや製作体験等を企画していった。伝統的な行事から、季節感のあるものまで様々あり、こうした企画に

はイベント感覚で参加する親子も多くいた。子ども達はいつもと違った支援室の雰囲気を楽しみながら、集

団生活のおもしろさも感じられる機会となった。 



 

 

 

            
新年度になり、初めての方にも 

              気軽に来て頂けるよう年齢別に８回の 

              ウェルカムウィークとしてプログラムを 

              しました。 

              親子の紹介、わらべ歌や手遊びで交流し、 

              イースターの制作で作品作りをしました。 

                                    

花紙を丸めてお子さんが自分で貼ること、箱の中に絵の具のついたビー玉を入れて転がしたまごとうさぎの形の紙に 

色づけをしました。 今の姿、お母さんの想い１年後の３月にはどんな姿になっているかな？と想像しながら制作しました。 

３月のありがとうウィークにお返しします。 

   

非常事態宣言が発令になり、支援室は閉鎖になりました。インスタグラムでパスコード 

とパスワードを伝え、ベビーマッサージ・育児相談・リトミック・おはなしひろば・プレゼン 

ト作りをしました。 出かけて、コミュニケーションを取る機会や気分転換する 

こともできなくなってしまい、画面で知っている支援室スタッフが画面に 

映ると会えたように手を振ったり、喜んでにっこり笑顔を見せてくれました。 

             「久しぶりに家族以外の人と話をしました」という声「こうした機会がない    

             と毎日がマンネリ化しているんです」という声もきかれました。 

 
      

 

天気の良い日には、支援センターのテラスを解放し、水遊びや滑り台シャボン 

玉乗り物・手押し車をして遊べるようにしています。 

                   「家で遊ぼうとすると準備も大変だが用意してもらえ 

て嬉しい」 「広い場所で車にも乗れたり、たくさん走り回れて嬉しいとの声を 

                  いただきました。 

この日は、タオルを使ったエクササイズを教わりました。抱っこや家事で疲れた 

身体をほぐしてリラックスタイム。家事の合間にできるストレッチも教わりました。 

   

 

 



 

 

  

黒野近郊の飲食店やハンドメードのお店とコラボレーションし 

マルシェを開催しました。 

            日頃はお母さんと子どもで支援室を利用される親子も、この日は 

お父さん・おばあちゃんも一緒に参加されて「いつもここで遊んで 

いるんだね。」 「外でも遊べるんだね」と話され、マルシェをきっか 

けに遊びに来てくれる方も増えました。    

                      

岐阜市の中心街にあるメディアコスモス・マーサ２１で参加できるリトミック 

を開催。 オリンピックをテーマに、親子でリズムに合わて行進をしたり、 

わらべ歌遊び・手遊びを楽しみました。 

       
パパの支援センターを利用第１歩として、メインに遊びに来れ 

る日を設けてみました。親子でできる水遊びを企画！ 

「ママ達の中に、自分だけパパはちょっと気まずい…」という 

声も聞き、“パパと遊びに来る”いう日を作りました。 

はじめは堅かったパパ達も徐々にうち解け子ども達に誘導さ 

れてたっぷり遊び、水分補給に「お水飲む？」次はこっちで遊 

んでみる？」と声を掛けてみえました。 

 

 

                        コロナの感染拡大に伴い対面での離乳食セミナは中止 

・延期になってしまい、開催して欲しいという要望を受け 

て今回はメディアコスモスで離乳食セミナーを開催しま 

した。 ５ヶ月から９ヶ月のお子さんのママが参加されま 

した。離乳食開始の目安時期や食べさせ方、園の離乳 

食を見本に持参し、見てもらました。 

園の調理員に作り方を教わりながら宝石のような 

寒天を作りました。 缶詰のフルーツを食事に使うナ 

イフを使用して果物を切ったり並ることがお子さん 

も手伝える様にしてみました。 

                                   

 

事前に、インスタグラムで支援室 

スタッフの手作り敬老の日キットを郵送・配布した。 

ＺＯＯＭで作り方を伝えながら一緒にプレゼント作 

りをしました。お子さんのかわいい手形のついたプレゼン 

トを作りました。 

 

 



 

 

     １０月１日緊急事態宣言解除でプログラミングの再開 

         中庭・支援室の解放も再開しました。 

産後ケア・バランスボールインストラクターで看護師の資格もある林沙由理 

さんを講師に助産院でも教えてくれない産後の身体や心の変化について話しも 

交えながら、バランスボールを使ったエクササイズの時間を楽しみました。 

    「こんなに身体を動かしたのは久しぶり」「日頃自分の時間はなかなかもてないの 

で運動できて嬉しかった」 などの声が聞かれました。 

               

岐阜市内の写真館ラフエルの撮影会をしました。 

親子の自然体の表情をテーマに白い布の背景に、親子で自然な写真撮影しました。  

この日は２６組の親子が参加されました。 

          

        初めての運動会を思いっきり体験してもらえるように年齢別に 

時間や内容を変えて行いました。０歳児親子は午前と午後に分けて 

支援室で和やかに玉入れや、ハイハイ競争をしました。 

                      1・２歳児はホールで開催。玉入れ・車押し競争や親子ダンスなどを 

楽しみました。 

 
ゆずりはのキャラクター”ゆずくん”と岐阜市役所新庁舎のフリースペース”ミンナト”で歌や 

オーガンジーを使た遊び、親子で抱っこダンスなどをしました。 

 

２日に分けて餅つき・おはぎ作りを親子で体験しました。 

                   支援室スタッフ手作りの杵を持って”ペッタンペッタン”と言いながら餅つきの 

雰囲気を楽しみました。 「普段のご飯はあまり食べないけれど、おはぎは好きは 

みたいでよく食べました」と言う声も聞かれました。 

      

 年齢別でクリスマス会を開催しました。 ジングルベルの 

曲似合わせて鈴を鳴らして身体を揺らしたり、トントンサン 

タさんの手遊び歌を楽しみました。 

                       おもちゃのチャチャチャのボードシアターや森のクリスマ 

スのパネルシアターも手拍子をして参加しました。 

    

     園の子どもたちの給食の様子を動画で見ていただき、使っている 

食器も紹介しています。入園している同世代の子はどのように食事して 

いるか、見ていただいています。 

          「家ではじっと座っているのは難しい」「好きなものばかりを食べるので、 

給食ではいろんなメニューが食べられるのはいいですね」などの声が 

聞かれました。 



 

 

育児相談 

 

蔓延防止措置のため、プログラム・支援室解放・中庭解放が閉鎖になりました。 

プログラムをZOOM対応に切り替えました。 

親子教室では、エプロンシアター・季節の歌・親子体操をしました。“おはなしし 

ましょう”という時間には、育児の話・家事の悩み・最近の楽しみなど気軽に話が 

できました。 

    

               支援室閉室になったため、親子教室もZOOMで行いました。 

                     親子教室のオリジナルソングを歌い季節の歌や手遊び、親で 

できる体操シルエットクイズ・エプロンシアタ―などをしま 

した。ZOOMは応答できるので、呼びかけながら近況報告や 

好きな遊びなども話しをしました。 

        

  

       チーム清流ミナモと一緒に体操・手遊び  身体測定・手形足形のスタンプを押して記録 

          ・クイズ・絵描き歌をしました。     できるカードを作っています。「最近測ってな 

かったから嬉しいです」という声があります。 

                            

                        

    

 

＜ねらい＞ 

子育て中の保護者の方を支援していく。集団生活をさせたいという思いが募る一方で孤立して

いる親子の存在があり、実際に集団で活動できる場を提供していくことで、安心して子育てが

出来るようサポートしていく。 

   

 

子育てのちょっとした疑問から、育児によるストレス、または家庭の様々な問題に対しての相談を

受け付ける。保育者に話すことによって、具体的なアドバイスを求める場合もあれば、話を聞いて

もらうだけで気持ちが楽になるという場合と、その相談の中で保護者の求めるものは様々であ

るが、こうした１件ずつのニーズを把握しつつ進めていく。相談については、一回の相談で解決

出来ない場合は、継続的に関わりながら支援していく。 

電話相談 

 電話相談では、顔を直接合わせて相談しづらい、なかなか足を運んで相談をする時間が取れな

い、気軽に相談したいという保護者に合わせて開設する。利用者と対話しながら、子どもの状況

を聞き相談相手となる。電話相談の中で、面談が必要な場合は、園にて子育て相談を行う。 
 また、専門的な知識が必要な場合、それに適した機関を紹介することも行っていく。 



 

 

【相談日】 毎週月曜日～金曜日 
【時 間】 １０:００～１６：００ 
【相談受付電話】 ＴＥＬ２３４－３７５５ 

【ZOOM】来園して話すのは難しい場合や支援室閉鎖期間など。 

【Ｅメールによる相談】 
「平日、電話をかける時間が取れない、電話ではちょっと」という方向けに、次の事項を記入して、

返信させ、相談担当者が返信メールで回答する。 

面接相談 

  面接相談では、主に子育て支援室を利用する保護者や在園児の保護者から受け付ける事が多い。支援室での保育者との会話の中に

出てくる、食事や排泄、または発達に関する様々な悩みや相談があるが、通常は話の中で保護者も納得、話すことによって育児ストレス

を発散したりすることが出来る。これら一件ずつを面接相談とすると、日常の会話のほとんどがそれに相当するため、この面接相談

は、一対一で相談時間を設けて行った場合とする。在園児の場合は、連絡帳や担任に伝わる情報などから、面接のきっかけを持つことが

多かった。面接相談では、子どもの発達に関する相談もあるため、必要な場合は、専門機関の紹介や仲介、入所入園に関する情報提供な

ど、一度の 面接だけでなく、継続的に行う場合もある。 

 

【相談日】 毎週月曜日～金曜日          

【時 間】  １０:００～１６：００   

【相談の内容】 

・家庭の悩み   ・集団生活について ・一時保育  ・入園や仕事復帰 

・子どもの言語、身体の発達について    ・その他 

 その他の項目に分類される相談が多かった。これは、相談内容を細分化していてもそれらに当てはまらないものを

その他とした。こうした相談が多いということは、子育ての悩みや育児の相談に限らず、家庭のあり方や様々な家庭環

境があることから、個々が感じる悩みが育児相談という形を通して表出されていると考えることも出来る。保護者の悩

みは一見子育てについての悩みとして扱うが、話を進めていくうちに、また違った問題が隠されている場合がある。一

方的なアドバイザーに陥らず、話を聞いたり、思いに共感したりという保育者の感覚的な受け止め方もとても大切な役

割を果たしている。 

 

～利用目的～ 

 保護者が以下のような理由で、子どもを家庭で保育できな

い場合に、保育園で一時的に預かる制度。 

・仕事の都合 

・通院や治療 

・看護 

・学習 

・免許取得 

・資格取得 

・冠婚葬祭 

・引っ越し 

・出産 

・育児に伴う心理的や肉体的な負担を解消する

ための預かり 

 

＊対象児童 

市内在住の生後５７日目又は６ヶ月目から就学前の子ども。 

＊利用期間 

利用は月に１４日以内を限度とする。就労の為の一時預かり保育事業は、週３日を限度とする。 

＊利用時間  平日８：３０―１６：１５ 

 土曜８：３０―１２：００    これ以上になる場合は、長時間が必要。 

＊保育料 ３歳未満児 ２２４０円 

面接相談 電話、 

Email相談 

ＺＯＯＭ相談 

16件 2件 11件 

一時保育事業 

 



 

 

          ３歳以上児 １４９０円 

           生活保護法による被保護世帯などは、保育料が免除になる場合がある。 

＊給食費 ３歳未満児 ３６０円 

３歳以上児 ３００円 

＊保育料 預かっている子どもが不測の事故などで負傷した場合に補償される保険。一時預かり 

     保育の書類提出の際、子ども一人につき 9０円の保険料を徴収。 

＊一時預かり保育利用者     

１ヶ月ごとの各年齢の利用人数 

 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月  合 計 

乳児 ３ １ ４ １３ ２２ ４０ ３６ ２８ ２８ ２８ ２０３ 

幼児 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ０ 

月合計 ３ １ ４ １３ ２２ ４０ ３６ 2８ ２８ ２８ ２０３ 

 

   

【ハッピーパパ・ママ 保育所体験事業】 
 入園を控えている０、１、２歳児の親子で、実際に対象年齢の保育室に入り一緒に 

遊んだり給食を食べて過ごす。こども園の実際の保育を体験してもらうことが出来る。 

今年度は、コロナウイルス感染拡大防止の為事業は中止にした。 

 

 

５．令和３年度職員体制 
   

職名 人数 職名 人数 

園長 1 看護師 2 

副園長 1 調理員 4 

主幹保育教諭 2 運転手 1 

指導保育教諭 1 保育助手 3 

保育教諭 53 事務員 3 

指導講師 1 合計 74 

栄養士 2 ※産休・育休者含む   

  

  その他嘱託医  岐阜市安食    福富医院医師 

                岐阜市黒野    西村歯科医院医師 

６．保育時間 

１号保育時間 午前 9時 00分～午後 3時 00分 

    保育短時間   午前 8時 30分～午後 4時 30分 

    保育標準時間  午前 7時 00分～午後 6時 00分 

  延長保育   午後 6時 00分～午後 7時 00分 

 

地域支援事業 

 



 

 

７．保育施設 

      園  舎    別添図面のとおり 

      備  品    運用財産に記載のとおり 

 

 決算 

  別途決算書の通り 

 

８.法人の運営 

 

第１回理事会 

期   日  令和３年 ６月 ２日 

  時   間  午後 １時３０分から２時３５分 

場   所  黒野こども園職員室 

出席理事  ６名 監事 ２名 

議 題   

      第１号議案  令和２年度事業報告について 

      第２号議案  令和２年度年度決算報告について 

      第３号議案 監査報告について 

      第４号議案 役員候補者改選について 

①理事の選任 

②監事の選任 

      第５号議案 評議員選任・解任委員選任について 

      第６号議案  定時評議員会開催について 

      第７号議案  令和３年度第１次補正予算（案）承認について 

連絡事項  理事長職務執行状況報告 

 

第１回定時評議員会 

 期  日  令和３年 ６月２２日（火曜日） 

  時  間  午後 ２時００分から４時１0分 

場  所  南部ｺﾐﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 岐阜市加納城南通 1-20 

出席監事  ７名 

  議  題   

第１号議案  令和２年度事業報告について 

第２号議案  令和２年度計算書類及び財産目録の承認について 

第３号議案 理事・監事選任について 

第４号議案 令和３年度第１次補正予算（案）承認について 

第 5号議案 その他 

 

第２回理事会 

 期  日  令和３年 ６月２２日（火曜日） 

 時  間  午後 5時３０分から６時００分 

 場   所  黒野こども園職員室 

 出席理事 ６名 監事 ２名 

 議  案 第１号議案  理事長選出について 

      第２号議案 その他 

報告事項 

 

第３回理事会（書面決議） 

理事会が開催されたと見なされる日 令和４年３月１５日 



 

 

議 案 名 第１号議案 令和３年度第２回補正予算案について 

     第２号議案 令和４年度事業計画案について 

     第３号議案 令和４年度予算案について 

     第４号議案 給与規程及び別表の改正について 

     第５号議案 評議員会招集について 

      報告事項   報告事項１ 理事長業務執行状況報告 

       報告事項２ 用地取得に向けての経過報告 

 

第２回評議員会 

期   日   令和４年 ３月２９日（火）１１時００分から１１時４０分 

場   所  黒野こども園職員室から Zoomによるオンライン 

https://us02web.zoom.us/j/2222390134?pwd=VjBjUzVSZTZncC82RnpBMmZUVXAwQT09 

        ミーティング ID: 222 239 0134 パスコード: kurono 

出席評議員  7名 

議   題   

第１号議案 令和３年度第２回補正予算案について 

       第２号議案 令和４年度事業計画案について 

       第３号議案 令和４年度予算案について 

第４号議案 その他 

              

https://us02web.zoom.us/j/2222390134?pwd=VjBjUzVSZTZncC82RnpBMmZUVXAwQT09

